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岡崎より仙台に移って早くも4年に

なります。岡崎で過ごした時期は、3年

間とは思えないほど楽しい思い出にた

くさん恵まれ、私自身の成長にとって

もかけがえのない時代であり、当時お

世話になった分子研や計算センターの

方々には大変感謝しております。4年前

からみると、自分の立場も責任もずい

ぶん変わりました。昨年度には専攻長

も務め、その最後には化学専攻での震

災対応の当事者になる経験まですると

は、全くの想定外でした。震災復興に

ついては別途企画があるとお伺いした

ので *）、「分子研出身者の今」というこ

とで、仙台に来てからの生活や思うこ

とをお話しできればと思います。

分子研の頃と比べてまず変わったの

は、教授としての仕事をこなさなけれ

ばならなくなったことでしょう。分子

研の時代より、岡崎先生や平田先生な

ど教授の方々を間近に見ていて、その

多忙さと仕事をこなす能力の高さに圧

倒される思いでおりました。自分に務

まるのか全く自信も実感ももてないま

ま東北大に移り、分子研とは多少職務

内容は異なるものの、慣れない教育や

運営に全力を尽くす羽

目となりました。ジム

でのウェイトリフティ

ングと同じで、いきな

り重いバーベルでは潰れてしまうので、

周りの先生方の配慮で徐々に重さを増

やしていったようで、慣れてくると重

いバーベルを上げることができる自分

に気づくようになります。当時の分子

研の先生方の域には及びませんが、こ

れも一種の教育の成果と思っておりま

す。4年前の自分と比べて最も変わった

ところでしょうか。

東北大に移ったとき、はなむけと

して京大の中原先生から非常に暖かい

激励をいただきました。教授とはそれ

までとは別の職種で、やってみると戸

惑うことも多いと思うが、基本的にそ

のノウハウを誰かに教えてもらうとい

う機会は殆どない。だから、もし相談

したいことがあったらいつでも相談に

来なさいと言っていただきました。確

かに教授職はそれまでとは大きく異な

ることを実感します。自らのキャリア

の向上を目指して努力する准教授以下

では多かれ少なかれ共通の努力目標が

はっきりしていますが、教授職になる

とキャリアの向上が目に見えなくなり、

各人の目指すものが個性に応じて多様

化していきます。教授になって失速しな

いためには、それまでのキャリア向上の

目標に代わって新たな価値をつくるイ

メージをもたなければなりません。この

イメージは個人的な目標かもしれず、私

自身まだ模索中で、学問的実力にも人間

的実力にも磨きをかけなくては今後第一

線で務まらないというプレッシャーを感

じています。ただ明らかにいえることは、

それまでと違って基本的に周りの人の世

話をして耕す仕事であり、ある程度長い

タイムスパンで研究室の繁栄、分野の繁

栄につながる見通しをもっていなければ

務まらないだろうと思います。日頃は多

くの仕事をかかえながらも、時間をみつ

けて研究のアイデアを練り、それを周り

の人たちと共有しながら研究と人材を同

時に育てていくことに、数年たってやっ

と手応えを感じるようになってきました。

研究面では、分子研に来る少し前よ

り溶液界面の不均質化学に興味をもち、

計算センターに在任中は豊富な計算資

源を生かして、界面和周波発生分光の

理論計算を集中的に展開させていただ

きました。おかげで国際的にも新しい

計算手法として評価される機会を得て、

多くの実験家とのつながりも得ること

ができました。分子研の准教授研究室

では、多くの場合魚鱗の陣を敷いて一

点突破を目指すのが最善手であると思

いますが、しかし大学では人員および
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*） 東北大学化学専攻の震災については、「現代化学」2011年9月号「研究室を地震から守るには━東日本大震災の教訓━」もご参照ください。
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研究資源の点からみて、考え方を広げ

なければ対応できません。界面和周波

分光を掘り下げていく研究は十分にや

りつくされておらず、我々の研究室の

独自性を示すミッションの一つと思っ

ていますが、東北大に来てからは同時

に研究テーマを広げる方向にも進めて

きました。溶液界面の関わる不均質化

学は分子科学としては非常に未開拓で

あり、気泡とその応用、大気環境化学、

相間移動触媒など分子シミュレーショ

ンを使って解明すべき対象が多く残さ

れています。また昨年より高橋英明先

生が研究室に赴任され、QM/MMを用

いた溶液内での自由エネルギー計算の

研究が始まりました。溶液界面での化

学反応過程も、今後解明すべき大きな

研究対象となると考えています。研究

者として自分のもっている蓄積をすべ

て開示するつもりで、今後も仙台発の

成果を見せていきたいと思っています。

大学にいると、やはり人材を育成す

ることは大きな使命であることを実感

します。東北大学の学生の能力のスペ

クトルは極めて広く、将来一流の研究

者になれそうな優秀な学生からどうし

ようもなく振るわない学生まで玉石混

交です。そのスペクトルは、都会の大

学と比べても広いかもしれません。優

秀な学生には大いに機会を与え、そう

でない学生にもそれなりにケアをする

必要があります。人材育成にとって最

大の障害と感じるのは、全体に化学を

専攻した学生がその専門を追求して

キャリアに生かす意識が希薄なことで、

ある種の驚きを感じます。私の専門で

いえば計算化学の研究が大好きな学生

でも、経済的な支援や将来のめどが立

たないとみると早々に化学をあきらめ

てしまうことが多いのは、日本の将来

にとっても非常な損失です。とくに専

門を深めたい人が博士課程に進学して

実力をつけたとき、博士のキャリアの

多様化は多くの日本の大学に共通する

課題です。何も狭い意味のアカデミッ

クポジションだけが専門を生かす道で

はなく、企業や官公庁、ジャーナリス

トなど専門を生かすたくさんの道があ

るはずです。私の限られた視野と力量

では改善への見通しを実現するには及

びませんが、その改善に向けて私にで

きることがあれば、尽力を惜しむつも

りはありません。分子科学の将来のた

めにも、コミュニティーの重点課題と

して是非取り組んでよいのではないか

と考えております。
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バンコック、仙台、花蓮

震災のあった 3月 11日に、私はバ

ンコックにて東北大学理学部が実施し

たグローバル30プロジェクトにおけ

る面接入試に臨んでいました。まさに

受験生が質問に答えようとしていたと

き、私の携帯が響き渡って慌てました。

これが、名古屋に住む弟からの安否確

認であり、図らずも私と他の試験員に

地震の発生を告げる連絡となりました。

この電話以来、私の生活は地震と研究

とグローバル30を中心として進んでき

ました。この間の経緯を記したいと思

います。

東北大学は地震により大きな被害

を受けました。特に、私が兼担する理

学部化学専攻の被害はひどく、建物の

大幅な改修が必要となりました。建物

の上層階では、ドラフトや実験台が固

定ボルトを引きちぎって迫り寄ってき

たと聞きます。一方で、低層階の被害

は比較的小さかったそうです。できる

限りの対策を行っていても被害が大き

かったことを考えると、化学実験室は4

階以上には作らないことが望ましいの

かもしれません。しかし、大変幸運な

ことに、大きな揺れにも関わらず、キャ

ンパス内における重傷事故はありませ

んでした。これには、休暇期間であっ

たこと、初期の揺れが比較的小さく逃

げ出す余裕があったことなどの説明が
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されます。わずかでも条件が異なれば、

人命に関わる事故が起きていたはずだ

と多くの方から聞きました。

私は、3月15日にようやく仙台に入

りました。電話連絡は行っていたので

すが、まずはスタッフや学生さんが元

気であることを確かめて安心しました。

また、片平の建物の一階に位置する私

の研究室の被害は最小限であり、装置

もデータも無事でほっとしました（た

だし、同じ建物の4階の被害は大きく、

困惑するばかりです）。このときは余震

も続いており、食料確保にも時間がか

かる状況だったため、仙台にいた研究

室のメンバーには山形空港経由でご実

家に帰っていただきました。その後し

ばらくの間、単身赴任だったこともあ

り、私は一人で研究室に残りました。

仙台市内は平穏でしたが、機能を停

止してあちこちに買い出しの行列がな

らぶ街は現実感がなく、三月中は夢の

なかにいるような感じのまま時間が過

ぎました。原発事故のニュースも、非

現実感に拍車をかけます。この間、私

はバラバラになった研究室のメンバー

と連絡を保つことを心がけました。メ

イルを使った回覧ニュースを研究室の

スタッフで順番に書き、携帯やGmail

のアドレスなどを使ってメンバーに流

しました。

3月の終わり頃から、助教の鎌形さ

んをはじめとして、スタッフが順次

戻ってきて下さいました。とりあえず

実験室や居室の片付けを行ないました

が、暖房も入らず、実験再開のめどは

たちません。そこで、追加実験は行わ

ずに手持ちのデータのみで論文をまと

めると決め、博士研究員の小井川さん

と毎日のように議論を行いました。私

達の手法を用いると、タンパク質ダイ

ナミクスに関する一分子データを大量

に得ることができます。しかし、デー

タの意味を抽出する作業は困難を極め

ており、震災前は他の実験に逃げてい

た感がありました。私達は、データの

ノイズの特性を解析することからタン

パク質の性質を見いだせることに気づ

き、それを手がかりに論文化にむけた

ストーリーを構成することができまし

た。小井川さんとの議論は、震災のな

かで心が休まる時間になりました。

もう一つ気持ちが安らぐ経験となっ

たのが、研究室の全てのメンバーが揃

い、実験も再開した5月半ばに、花蓮

で開催された台湾の生物物理学会に出

席した時です。招待講演を終えてポス

ターセッションを巡った時に「私はこ

のような機会を待ちこがれていたのだ」

と悟りました。我々には大切な研究テー

マがあります。そのテーマを巡って自

身がどんな努力を行ったのか、他の研

究者達がどのようなアイディアを出し

てきたのかという議論を行うことほど

楽しいことはありません。この楽しさ

を実感することで、私自身が「地震モー

ド」から「通常モード」に戻ることが

できたように思います。

グローバル30プログラムは、海外

の優秀な若者に日本の大学で学んでい

ただくことを目的としています。その

ために、優秀な学生を集める入試方法

の確立や、魅力的なカリキュラムの構

築など、多くの準備を行う必要があり

ます。しかし、入試整備のための学内

の意見調整の煩雑さなどを経験すると、

このようなことに研究者が時間を費や

していいのかと自問することがありま

す。また、文科省が大学に丸投げする

形でプロジェクトが進められているこ

とに対する不満もあります。けれども、

いろんな国籍の学生や教員が入り交じ

る将来の大学の姿には、私は共感を覚

えます。このための努力は続けようと

思い直します。

話が前後しますが、地震の翌日に、

飛行機便の変更を交渉するために、夜

明け前にバンコックの空港に向かいま

した。この時に、現地の方々が示して

下さった親切心を思いだします。台湾

に招待してくださったChen教授と研

究室の方々の気遣いもありがたいもの

でした。さらに話が飛びますが、グロー

バル30のために、昨年は韓国、中国、

シンガポールなどを訪れ、現地の高校

生や高校の先生との交流を持ちました。

これらの経験から、日本の大学や学会

はもっと国際化しなければならないと

強く思います。また、海外との交流は、

どのようなレベルでも心温まるものに

なると改めて実感します。今後も、共

同研究を行う研究者として、また、グ

ローバル30に関わる教育者として、微

力ながら現場における海外との交流を

進めたいと思います。


